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出戸西方断層南端付近の調査結果 

出戸川露頭、Ｄ－１露頭およびＤ－１露頭トレンチに関する調査結果 
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地質平面図 

まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p38 再掲 

棚沢川 北川 老部川（南） 

出戸新町 

ＯＴ－２露頭 

御宿山北方断層 

出戸川露頭 

（ＤＷ－１、ＤＷ－２露頭） 

出戸川 

Ｄ－１露頭及びＤ－１露
頭前トレンチ 

敷地 

・出戸西方断層周辺には、新第三系中新統の泊層及び鷹架層、第四系上部更新統の中位段丘堆積層、低位
段丘堆積層等が分布する。 
・出戸川沿いのＬＢリニアメントに対応する位置において、泊層中に西傾斜の断層が認められる。 
・老部川（南）左岸のＬＣリニアメントに対応する位置において、鷹架層とその上位を不整合に覆う中位段丘堆
積層（Ｍ２面堆積物）に、西傾斜で西側隆起の変位を与える逆断層が認められる。 
・棚沢川北方の御宿山周辺には、断層露頭（ＯＴ－１露頭及びＯＴ－２露頭）、御宿山北方断層が認められる。 

ＯＴ－１露頭 
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出戸川沿いのルートマップ（ＤＷ－１露頭、ＤＷ－２露頭位置図） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p57 再掲 

●露頭位置 
・ＬＢリニアメントに対応する位
置において、西傾斜の断層
が２条認められる（DW-1露
頭、DW-2露頭）。 
・これら露頭は、被覆層との
関係は確認できない。 
・DW-1露頭は、DW-2露頭に
比べ、断層面の破砕の程度
が高い。 

泊層 本質礫※に富む 

    凝灰角礫岩 

泊層 本質礫に富む 

    凝灰角礫岩 

スケッチは東西反転表示。 

※新鮮な安山岩礫 
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ＤＷ－１露頭スケッチ 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p58 再掲 

●露頭観察結果 
・泊層の砂質凝灰岩と凝灰角礫岩とを境する
西傾斜の逆断層である。 

・ 断層面の一般走向 ・傾斜は、 N48°E 

64°NWであり、断層面は明瞭でシャープで
ある。 

・断層面にはフィルム状の断層粘土が認めら
れる。 

・断層面の上盤側には、断層面から幅約40cm

にわたり、断層と同系統の微細な割れ目が存
在し、断層直近では角礫化した砂質凝灰岩礫
が認められる。 

泊層 本質礫に富む 

    凝灰角礫岩 

泊層 本質礫※に富む 

    凝灰角礫岩 

スケッチは東西反転表示。 

※新鮮な安山岩礫 

●走向・傾斜 
(1)MN62°E 58°NW (2)MN54°E 63°NW  
(3)MN42°E 70°NW (4)MN52°E 66°NW 
(5)MN44°E 54°NW 

(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

注）(1)(2)(3)(4)(5) は走向・傾斜を測定した地点である。 
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ＤＷ－２露頭スケッチ 

泊層 本質礫に富む 

    凝灰角礫岩 

・ 

●露頭観察結果 

・泊層の砂質凝灰岩中に認められる西傾斜の
断層である。 

・ 断層面の一般走向 ・傾斜は、 N38°E 

50°NWであり、露頭上端と下端では明瞭か
つシャープな断層面が認められるが、中央部
では熱水変質による変質粘土が厚く分布して
おり、断層面は不明瞭である。 

・全体的に熱水変質が認められ、断層面付近
では灰色の粘土化帯が認められ、その下盤
側には黄灰色の脱色帯が認められる。 

・一部に明瞭かつシャープな断層面が認めら
れるが、東側のＤＷ－１露頭と比較した場合、
破砕の程度は全体的に低い。 

泊層 本質礫※に富む 

    凝灰角礫岩 

スケッチ図は東西反転表示。 

※新鮮な安山岩礫 

●走向・傾斜 
(1)MN38°E 52°NW (2)MN40°E  54°NW  
(3)MN36°E 50°NW (4)MN39°W 40°NW 

注）(1)(2)(3)(4)は走向・傾斜を測定した地点である。 

 泊層 本質礫に富む 

     凝灰角礫岩 
(1) 

(2) 

(3) 

(4) 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p59 再掲 



・ＬＢリニアメントに対応する位置において、西傾斜の断層が２条
認められる（DW-1露頭、DW-2露頭）。 
・DW-1露頭は、DW-2露頭に比べ、断層面の破砕の程度が高い。 
・DW-1露頭の褐色粘土状破砕部において、60°Rの条線が認め
られる。 
・薄片観察の結果、Y剪断面（最新面）における活動センスは逆断
層センスであり、積層構造が認められる。 

審査会合（H27.7.17） 

資料1-1 p66 再掲 
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まとめ 
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各Ｄ－１露頭（H8）（H14）（H16）位置 
まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p52 再掲 

Ｄ－１露頭は平成8年から14年を経て16年にかけて造成され、各段階で断層トレースを確認している。 

赤線：断層トレース 

Ｌcリニアメント 

K-20(2) 

凡例 

青線：反射法地震探査調査測線 

赤線：解析測線 

H26 

（西側法面スケッチ） 
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Ｄ－１露頭（H16）およびＤ－１露頭前トレンチ地質観察位置図 

D-1露頭 

（H16）法面 

D-1露頭前 

トレンチ 

（展開図） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p64 再掲 
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平成16年（H16）の調査結果（Ｄ－１露頭（H16）法面スケッチ） 

まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p53 再掲 

ＬＣリニアメント 

・ＬＣリニアメントに対応する
位置において、中位段丘
堆積層に変位・変形を与
える西傾斜の逆断層が認
められる。 
・断層による変位量は古い
地層ほど大きく、十和田
大不動火山灰（約3.2万年
前）にまで変位・変形が認
められ、さらに上位の十
和田八戸火山灰（約1.5万
年前）には及んでいない。 



D-1露頭前トレンチの展開写真 
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審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p70 再掲 



D-1露頭前トレンチの地質観察結果 
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審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p71 再掲 

●地質観察結果 
鷹架層を覆う第四紀の地層に西側隆起の変位・変形を与える
概ね南北走向70ﾟ西傾斜の逆断層が認められる。 
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各Ｄ－１露頭（H8）（H14）（H16）位置 各Ｄ－１露頭（H8）（H14）（H16）位置 
まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p52 加除修正 

Ｄ－１露頭は平成8年から14年
を経て16年にかけて造成され、
各段階で断層トレースを確認し
ている。 

赤線：断層トレース 

Ｌcリニアメント 

K-20(2) 

凡例 

青線：反射法地震探査調査測線 

赤線：解析測線 

H26 

（西側法面スケッチ） 
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平成14年（H14）の調査結果（Ｄ－１露頭（H14）法面スケッチ） 

・中位段丘堆積層に変位・変形を与える西傾斜の逆断層が認められる。 
 
・断層による変位量は古い地層ほど大きく、十和田大不動火山灰（To-Of；
約3.2万年前）にまで変位・変形が認められ、さらに上位の十和田八戸火
山灰（To-HP；約1.5万年前）には及んでいない。 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p77 再掲 
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平成14年（H14）の調査結果（底盤スケッチ（H14）） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p78 再掲 
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各Ｄ－１露頭（H8）（H14）（H16）位置 
まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p52 再掲 

Ｄ－１露頭は平成8年から14年を経て16年にかけて造成され、各段階で断層トレースを確認している。 

赤線：断層トレース 

Ｌcリニアメント 

K-20(2) 

凡例 

青線：反射法地震探査調査測線 

赤線：解析測線 

H26 

（西側法面スケッチ） 
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平成7～8年（H8）の調査結果（Ｄ－１露頭（H8）法面スケッチ） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p79 再掲 

・中位段丘堆積層に変位・変形を与える西傾斜の逆断層が認められる。 



16 

平成7～8年（H8）の調査結果（底盤スケッチ（H8）） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p80 再掲 

3 

4 

5 
6 7 

8 

9 

２ 
１ 

10 

13 

11 

14 17 
15 

18 
16 

12 

19 
20 

21 

23 

22 

段丘砂の混在部 

暗褐色粗粒砂岩(Tcs) 

・多色の安山岩片を含む。 

法面 

10m 

14m 
18m 

暗灰色軽石混り砂岩(Tps) 

・径0.4-1.0cmの黄灰色軽石を含
む粗粒砂岩からなる。 

灰色砂質軽石凝灰岩(Tspt) 

・径0.2-1.0cmの白色軽石を含む。断層境界
付近の軽石は変形、引張されている。 

・風化により軟質化している。 

黄灰色軽石凝灰岩(Tpt) 

・主に断層境界にみられ、径0.2-20cm 

に変形、引張された軽石を含む。 

・風化により軟質化している。 

暗灰色軽石混り砂岩
(Tps) 

灰色砂質軽石凝灰岩
(Tspt) 

黄灰色軽石凝灰岩
(Tpt) 

緑色泥岩 

①N8°W 72°W 面褐色、条線なし 

②N12°Ｅ 72°W 褐色粘土（幅0.6cm）、条線なし 

③N2°W 72°W 褐色粘土（幅0.6-0.8cm）、条線不明 

④N27°W 77°W 褐色粘土（幅0.8cm）、条線不明 

⑤N21°W 82°W 褐色砂混り粘土（幅0.5-1.0cm）、条線不明 

⑥N15°W 84°W 褐色粘土（幅1.0cm）、条線不明 

⑦N20°W 76°W 褐色粘土（幅1.0-1.5cm）、条線不明 

⑧N21°W 72°W 褐色粘土（幅0.5cm）、条線不明 

⑨N45°W 78°N 黄褐色砂質粘土（幅0.5-2.0cm）、条線不明 

⑩N41°W 82°W 褐色砂混り粘土（幅0.5-1.0cm）、条線不明 

⑪N40°W 82°W 黄褐色砂混り粘土（幅1.0-1.5cm）、条線不明 

⑫N52°W 72°S 黄褐色砂混り粘土（幅5.0cm）、条線不明 

⑬N32°W 77°W 黄褐色粘土（幅0.5-1.0cm） 、条線不明 

⑭N36°W 75°W 面褐色、条線不明 

⑮N26°W 82°W 褐色粘土（幅1.0-2.0cm）、条線不明 

⑯N8°W 82°W 褐色鉱物（幅1.0cm）、条線不明 

⑰N23°W 83°W 褐色鉱物（幅4.0cm）、条線不明 

⑱N12°W 83°W 褐色鉱物（幅3.0cm）、条線不明 

⑲N8°W 82°W 褐色砂混り粘土（幅4.0cm）、条線不明 

⑳N15°W 72°W 黄褐色砂混り粘土（幅0.5-1.0cm）、条線不明 

  N4°W 62°W 褐色粘土（幅1.0cm）、条線不明 

   N14°W 63°W 褐色粘土（幅1.0cm）、条線不明 

   N-S 81°W 褐色鉱物（幅6.0cm）、条線不明    

21 

22 

23 

・底盤における出戸西方断層の分布形態は、湾曲した形態を示す。 
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法面 

法面 

法面 

法面 

法面 
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・露頭の観察結果から、第四紀後期更新世以降の累積的活動は明らかであり、平均変位速度は約４ｍ/10万年と見積もられる。 

まとめ資料（H30.10.30） 

資料1-3 p54 再掲 活動性検討 



・ボーリング調査及び地表地質調査結果から、D-1露頭周辺の地質構造は大局的には南
北走向である。 

・D-1露頭の西側（上盤側）はｓｆ系断層により地層のブロック化及び回転が認められ、東
西走向の高角度北傾斜を呈する。 

・数10cm～1m程度の変位を有する断層が複数認められるが、いずれも固結しており破
砕部を伴わない。また、鷹架層を覆う段丘堆積層に変位・変形は認められない。 

審査会合（H27.7.17） 

資料1-1 p81 再掲 
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Ｄ－１露頭西側法面の地質観察結果（写真とスケッチ） 
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・出戸西方断層は、西側隆起の高角度（60°～70°）
西傾斜の断層である。 
・最新活動は、十和田大不動火山灰（To-Of；約3.2万年
前）に明らかな変位・変形が認められることから、少な
くとも約3.2万年前以降と考えられる。 
・薄片観察の結果、Y剪断面（最新面）における活動セ
ンスは逆断層センスであり、積層構造が認められる。 
・露頭の観察結果から、約４ｍ/10万年程度の平均変
位速度を有する累積性が認められる。 
・露頭の観察結果から、西側隆起を伴う活構造としての
出戸西方断層は、わずかに湾曲した分布形態を示し
つつ、直線的に南方へ連続していることを確認した。 

Ｌcリニアメント 

H26 

（西側法面スケッチ） 

審査会合（H27.7.17） 

資料１-１ p83 再掲 

まとめ 


